
平成 26 年度 第７回 栃木県支部役員会 議事録 

 

日 時：平成 26 年 11 月 15 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

場 所：宇都宮市 まちぴあ 1F 会議室 

１．役員出席状況（敬称略） 

役員：菅井俊郎、小黒幸市、黒須重富、福田一郎、久芳良則、柳瀬宣義、鈴木友幸、 

西谷元則、羽山定治(書記) 

オブザーバー：田仲喜一郎  

委任状提出者：稲葉茂、谷口雅昭、土田茂、梁島宏光、宮下治、新井達雄、福嶋民雄 

亀田則男 

２．議題 

（１）審議事項 

① 第 44 回日韓技術士会国際会議松山大会報告及び平成 28 年度栃木県開催（第 46

回日韓技術士国際会議）について（福田、田仲） 

・参加者：日本 207 名、韓国 108 名 

・前夜祭の目的が明確でなかった。また、料理が不十分であった。 

・サッカー大会について佐藤学氏より要望書が提出された。 

・県庁をとおして日光市に申し込む予定。 

② 市貝町廃校利用の活動について（久芳、西谷） 

・11 月 3 日に市貝プロジェクトのキックオフミーティングが開催された。 

本プロジェクトのとりまとめ担当：小黒 

③ エコテック参加について（久芳） 

・12 月 6 日（土）、7 日(日）にマロニエプラザで開催される。 

④ その他 

・宇都宮市のイノベーションにおいて、技術士会で省エネ、再生エネルギー等の環

境関係のパネルディスカッションを予定（金子、久芳、川上、鈴木友）。 

・栃木サイエンスライオンズへの協力要望が帝京大学よりあった。 

 

（２）報告事項 

① 浙江省訪日団報告（福田、菅井） 

・中国から 16 名参加した。 

・企業見学会で技術士事務所経営の技術士 2 名が、元の勤務先が競合会社であっ

たということで、見学を拒否された。自営技術士は元の勤務先から独立しており、



技術士法に基づき守秘義務を順守しているので、企業見学を拒否されることは

ない。今回の場合、技術士の PR 不足が懸念される。 

② まちぴあ祭り出典報告（柳瀬） 

・10 月 19 日(日)に開催された。 

・参加団体２１、入場者数 400 名（子供大人約半々） 

③ 科学技術講演会報告（宮下、西谷） 

・参加者：技術士 35 名、協賛団体 2 名、一般 24 名 

・一般の人への PR の工夫が必要である。  

④ 東芝メディカル、カゴメ見学会報告（久芳） 

・東芝メディカルは工場見学ではなく、工場緑化として敷地内で実施している生物

多様性推進プロジェクトを見学した。 

・カゴメ那須工場を見学した。トマトジュース生産に特化したクリーンで徹底的に

自動化された工場である。原料のトマトは地元農家約 800 戸と栽培契約をして

確保している。工場のほかに研究所と研究所付属農場がある。 

⑤ 支部パンフレットについて（西谷） 

⑥ その他 

 

    

議事録署名人（署名捺印） 

  支部長     菅井俊郎 

 

                 

議事録署名人  西谷元則 

 

   

  議事録署名人  福田一郎         

                             


